
テ
ー
マ
は
「
防
災
・
危
機
管

理
に
お
け
る
行
政
の
役
割
と
施

策
に
つ
い
て
」
で
す
。
正
月
の

能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
、
米

原
市
に
お
け
る
防
災
計
画
や
危

機
管
理
に
つ
い
て
見
直
し
を
質

問
し
ま
し
た
。

Ｑ
、
正
確
な
災
害
情
報
を
適
切

に
発
信
す
る
必
要
性
と
心
構
え

はＡ
、
災
害
時
の
情
報
発
信
に
つ

き
ま
し
て
は
、
確
実
に
市
民
に

情
報
が
届
く
よ
う
に
、
放
送
装

置
の
点
検
な
ど
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
効
果
的
な
訓
練
内
容
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特

に
緊
急
時
に
は
正
常
化
バ
イ
ア

ス
を
打
ち
消
す
た
め
の
様
々
な

手
法
も
用
い
な
が
ら
迅
速
か
つ

適
切
な
情
報
発
信
が
行
え
る
よ

う
日
頃
か
ら
の
訓
練
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

お
よ
び
計
画
の
広
報
に
つ
い
は

Ａ
、
今
回
の
能
登
半
島
地
震
で

は
道
路
な
ど
の
交
通
網
の
被
害

が
著
し
く
、
半
島
特
有
の
地
形

も
あ
り
物
資
の
運
搬
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け
入
が
難
し
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
避

難
所
運
営
に
お
い
て
も
女
性
や

配
慮
が
必
要
な
方
々
へ
の
対
応

な
ど
の
課
題
も
改
め
て
顕
在
化

し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
能
登
半
島
地
震
の
教

訓
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
震

災
に
備
え
る
べ
き
情
報
の
収
集

を
行
い
、
市
防
災
計
画
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
、
防
災
上
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

で
重
視
し
て
い
る
こ
と
は

Ａ
令
和
６
年
度
で
は
、
長
久
寺

跨
線
橋
の
修
繕
と
耐
震
化
検
討
、

ほ
か
２
橋
の
橋
り
ょ
う
修
繕
や
、

緊
急
輸
送
道
路
で
あ
る
市
道
能

登
瀬
多
和
田
線
や
市
道
顔
戸
能

登
瀬
線
ほ
か
５
路
線
の
舗
装
修

繕
に
つ
い
て
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
次
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
上
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

浄
水
場
や
下
水
処
理
場
等
の
施

設
や
管
路
の
破
損
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
耐
震
化
に
係
る
計
画

に
基
づ
き
、
重
要
度
、
優
先
度

を
基
準
に
財
政
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
も
考
慮
の
上
、
耐
震
化
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所

機
能
の
維
持
は
重
要
で
あ
る
た

め
、
上
水
道
で
は
配
水
池
か
ら

広
域
避
難
所
ま
で
の
配
水
管
路

の
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

下
水
道
で
は
同
じ
く
広
域
避
難

所
に
お
い
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

下
流
の
管
路
の
耐
震
化
を
進
め

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
で
は
、

上
野
地
先
の
配
水
管
の
耐
震
化
、

春
照
小
学
校
・
柏
原
小
学
校
・

息
長
小
学
校
な
ど
で
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
予
定
し
て

お
り
、
今
後
も
計
画
的
に
耐
震

化
を
進
め
、
災
害
時
に
お
い
て

も
避
難
所
の
機
能
が
維
持
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
災
害
に
対
応
で
き
る
橋
り

よ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
見

直
し
と
取
組
の
早
期
化
を

Ａ
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
30

年
度
ま
で
の
5
年
間
に
、
す
べ

て
の
橋
り
ょ
う
386
橋
を
対
象
に

実
施
し
た
点
検
結
果
に
よ
り
、

損
傷
の
程
度
、
緊
急
輸
送
道
路
・

避
難
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
道
路

の
不
通
等
に
よ
る
集
落
の
孤
立

防
止
な
ど
の
災
害
時
へ
の
配
慮

や
、
通
学
路
指
定
、
水
道
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
添
架
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
を
総
合
的
に
評

価
し
、
令
和
2
年
度
に
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
の

緊
急
輸
送
道
路
な
ど
集
落
へ
通

ず
る
道
路
の
寸
断
を
回
避
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
橋
り
ょ
う

で
河
川
の
な
か
に
橋
を
支
え
る

柱
が
１
箇
所
以
上
あ
る
橋
に
お

い
て
は
、
橋
の
崩
落
防
止
の
た

め
の
耐
震
化
工
事
を
実
施
す
る

な
ど
、
計
画
的
に
修
繕
を
進
め

て
い
ま
す
。

Ｑ
、
防
災
教
育
と
訓
練
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
調
査
実

施
の
必
要
性
は
ど
う
か

Ａ
、
防
災
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度

米
原
市
民
意
識
調
査
に
防
災
情

報
の
項
目
を
設
問
し
、
防
災
対

策
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

Ｑ
、
学
校
の
防
災
教
育
の
授
業

実
践
例
は
あ
る
力

Ａ
、
市
内
の
全
小
中
学
校
で
は

避
難
訓
練
を
行
い
、
児
童
生
徒

も
教
職
員
も
自
分
の
命
を
自
分

で
守
る
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

教
科
の
学
習
で
は
、
小
学
校
３
・

４
年
生
の
社
会
科
で
自
然
災
害

に
つ
い
て
学
び
、
関
連
し
て
国

語
科
で
防
災
に
つ
い
て
の
自
分

の
考
え
を
ま
と
め
る
活
動
を
す

る
な
ど
、
児
童
は
防
災
に
つ
い

て
主
体
的
に
学
ん
で
い
ま
す
。

小
学
校
５
・
６
年
生
の
理
科
で

は
、
気
候
や
流
れ
る
水
の
働
き

な
ど
の
自
然
現
象
を
学
ぶ
こ
と

を
通
し
て
防
災
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
中
学
校
で
は
理
科
、

社
会
科
、
保
健
体
育
科
、
家
庭

科
な
ど
複
数
教
科
で
各
種
自
然

災
害
に
関
す
る
学
習
を
し
て
い

ま
す
。
（
次
号
に
続
く
）
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2
月
25
日
会
派
代
表
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
米
原
市
議
団
を
代
表
し
て
山
脇
議
員

が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
代
表
質
問
の
最
後
3
番
目
に
行
い
ま
し
た
。
概
要
①
は
次
の
と
お
り

山
脇
議
員
の
代
表
質
問

正
確
な
情
報
の
確
保
を

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
計
画
は

長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し
を

学
校
授
業
で
の
取
り
組
み
は


